
最近のトピックス        【オリオン・スピカグループ】        ２月１９日 

“オリオンスピカ農園、作ったよ♡” 

造形展が２月１６日１７日にありました！ 

色々な工程があり、子どもたちはワクワクしながら作り上げていましたよ♪ 

 

 

みんなのお顔が付いたペットボトル人形       

でも、服を着てなくて…「さむ～い」 

「かわいい、かっこいいステキな服を着たいなぁ～。」 

ということで服を着せてあげることにしましたよ！ 

                                        「どんな服にしようかな～」「どれにしようかな～？」と 

自分の好きな柄や布の大きさを選んで着せていました♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“どういう風に貼ろうかな・・・“    

                                      

 

                                     “これはここにしよ～っと♪”と布を組み合わせて服を 

着せるお友だちの姿も…♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

作り上げた人形を使って、おままごとをしたり、飾ってみたりと 

みんなとても大事にしながら遊んでいました！ 

                                          

 

 

 

オリオンスピカさんの太鼓電車をリニューアル！ 

                                         タイヤをたくさんつけて、野菜電車に… 

                                         クレパスでお絵描きして 

色とりどりのタイヤになりましたよ☆ 

 

 

 

 

  

  

                                                                         

                                                                               

畑・土作りでは、スズランテープや新聞紙を割いて・破って 

作りました！袋に詰めて…肥料！？の完成です。 

     “これはここ！”と考えながら…☻ 

 

 

 

 

 

                                      「ほ～ら♪にんじんです～！」 

                                        他にも、じゃがいも、さつまいも…グリーンピース等を紙

粘土で作りました♪ 

                                         

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

シュレッダーを使って大根やカブ作り！ 

ちぎった画用紙の葉っぱつけて出来上がり～♪ 

                                     トマト作りに夢中なみんな♪ 

                                          ♪トマトはトントントン・・・♪トントンとーまとちゃん 

と歌いながら、セロテープでヘタを貼っていました！ 

作ったトマトを栽培ネットに吊るしたり 

収穫して楽しみましたよ       

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

                                      

 

 

作った土、畑…野菜をみんなで飾り付けて完成～☆ 

                                   

 

                                    

 

                                   みんなの人形たち…♡可愛いお洋服にいいお顔です！ 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎回の活動の始まりにペットボトル人形が登場すると、“今日は何をするのかな？”“どんな物を作るのかな？”と

期待を膨らませていたみんな♡造形活動はとても意欲的で、みんなそれぞれ作り上げ、出来上がると「みてみて

ー！」「こんなのできたよー！」といいお顔でした。オリオン・スピカみんなで活動することで、クラスを越えて、自然

な関わりが見られていました。これからも、子どもたちがワクワク・ドキドキする活動を展開していければいいなと思

います！ 

       

       


